
日鏡外会誌　第 26巻　第 1号・2021年 1月82

●編集委員（50 音順）
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寺尾泰久 内藤　剛 長谷川傑 本田五郎 文　敏景

　4年前に『日本内視鏡外科学会雑誌』の編集委員にさせていただいた．その頃と比べると編集会議も大
きく様変わりしてきた．4年前は医学書院に編集委員全員が集まって編集会議を開催していた．遠方の先
生方は会議時間よりも，移動時間のほうが長くなってしまっていたため，1年ほど前からWebで参加と
変化していた．現在，コロナウイルス感染拡大の状況下であり，全員がWebでの参加になっている．査
読するデータはすべて紙ベースで郵送されてきていたが，これも 2年前からは PDFファイルの形式で
e-mailで送られてくるようになった．パソコンがあればいつでも査読できるので便利である．2019年 1
月号から電子版のみとなったが，写真はカラーとなり見やすくなった．いち個人読者としては電子化に
なって良かったことのほうが多いが，冊子が送られてくることで新刊が出たことに気づき，パラパラ眺め
ていたので，その点はデメリットである．新刊が出たことを知らせる会員メールから，ポチッとして電子
版を眺めることができればさらに便利になるのにと思っている．この点は上申したい．このように編集会
議も変化し，あの赤い雑誌が送られてこなくなってそろそろ 2年である．『日本内視鏡外科学会雑誌』の
表紙は赤であることを知らない会員の先生が出てくるのかもしれない．編集会議の形態は変われど，「読
者にとって有意義な情報であるか」の査読基準は変わることなく審査しております．
　本誌の原稿様式は，原著，総説，症例報告，手術手技，私の工夫，短報の 6 つのカテゴリーに分けら
れています．送られてくる原稿はほとんどが「症例報告」ですが，これは重要なことだと思っています．
医学の進歩は「症例報告」からです．症例の現象を正確に記述し，報告することは非常に重要です．手術
内容を正確に記述することで，手術をより深く理解することができ，「手術手技」や「私の工夫」につな
がると思います．また，症例報告は仮説の形成に不可欠です．その仮説を証明することができれば，「原
著」になります．
　皆様によりいっそう有意義な内容を届けられるように努力してまいります．そのためにも多くの論文投
稿をお願い申し上げます．

（寺尾泰久）
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第 26 巻 2 号
—掲載予定論文—

●原著
前立腺癌に対するロボット支援下と非ロボット支援下根治的前立腺全摘術後の

傾向スコアマッチング法を用いた生化学的非再発生存率についての比較検討 
木村博子・他　京都大学大学院医学研究科泌尿器科学講座

●症例報告
小児特発性腸間膜血腫に対し腹腔鏡下血腫除去術を施行した 1例 高見尚平・他　東京大学医学部附属病院小児外科
腹腔鏡下 Ladd 手術で治療しえた成人腸回転異常症の 1例 � 水田憲利・他　明石医療センター外科
解剖学的変異を伴う完全内臓逆位の胆石性胆嚢炎に対して�

腹腔鏡下胆嚢摘出術を行った 1例 � 美並輝也・他　福井県済生会病院外科
LECSにて切除した胃 - 胃重積を生じた胃穹窿部GISTの 1例 海野良介・他　虎の門病院消化器外科
体腔内再建が有用であった左骨盤腎を伴う下行結腸癌の 1例 � 岡田俊裕・他　公立甲賀病院外科
転倒による鼠径ヘルニア嚢内小腸穿孔に対し腹腔鏡補助下に�

縫合閉鎖した 1例 小林陽介・他　東京都済生会中央病院一般・消化器外科
径 96 mmの食道GISTに対して胸腔鏡・腹腔鏡併用下に切除した 1例 木下博之・他　公立那賀病院外科
大腿部の Littré ヘルニア嵌頓に対し腹腔鏡補助下大腿ヘルニア修復術を�

行った 1例� 保坂優斗・他　鹿児島県立薩南病院外科
人工肛門造設部位を用いた単孔式腹腔鏡下人工肛門閉鎖術：バリウムによる�

S状結腸穿通術後の 1例 塩井義裕・他　岩手県立千厩病院外科
腹腔鏡下に整復し一期的に単孔式TEP法に準じて修復を行った鼠径ヘルニア偽還納�

の 1 例 門　威志・他　大阪警察病院外科
●特別寄稿
我が国における内視鏡外科修練に関する全国調査報告

—日本内視鏡外科学会卒後 10 年目以下会員対象アンケート調査 
倉島　庸・他　北海道大学大学院医学研究院消化器外科学教室Ⅱ

誌面の都合により変更がある場合があります．あらかじめご諒承ください．
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